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放射線防護の実践における問題：
避難地域への立ち入りを解除してよいのか?



双葉町・大熊町で立ち入り規制緩和
テレビユー福島2026.2.16

双葉町は、特定帰還居住区域の
うち５分の１に立ち入り規制の
緩和がされた。

大熊町は、特定帰還居住
区域のうち３分の１に立ち
入り規制の緩和がされた。

福島民報2026.3.4
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除染土の仮置き場だったソバ畑

川内村のソバ畑が事故後
に除染土の仮置き場に
なり、中間貯蔵施設に
運ばれた後、またソバ畑
になった。

2014年撮影

2023年撮影



かわうちワイナリー（かわうちワイン株式会社）

かわうちワイン株式会社
筆頭株主は川内村。
設立時の代表取締役は高木亨（宇宙
工学・原子力工学の技術者）
現在の代表取締役は副村長
統括マネジャーは元・村職員

醸造責任者は東京出身。「ひとり親
として娘（当時4歳）を育てるには
東京よりも自然豊かな川内村が良い
と思いました。」

「ふくしま12市町村移住ポータルサイト未来ワークふくしま」
移住者インタビューより



ホップガーデンブルワリー（株式会社ホップジャパン）

田村市都路

避難区域となり、休眠状態と
なっていたキャンプ場
「グリーンパーク都路」を改修
し、クラフトビール醸造所
「ホップガーデンブルワリー」
を開設した



ホップガーデンブルワリー（株式会社ホップジャパン）

本間誠社長は元・東北電力の広報担当社員。
「原子力発電所は安全ですよって案内する仕事」
「中学生に原発内の事故防止策や安全性を説明してい
ました」
2015年に東北電力を退職し、仙台で起業する。
「だからといって原発反対という訳ではないのですが」

「都路のために、というあえて小さい範
囲ではなく、ただ良い社会を作りたい
という感覚でしかないので、都路でな
くてもどこでも個人的には構わない」

1年後、福島県の銀行のファンドを
受けるために福島市へ。2018年に
復興庁の紹介で田村市都路町に移転。

「福島ではたらく、移住きっかけマガジン HOOKフック」インタビューより



とみおかワイナリー



とみおかワイナリー

2025年撮影

2018年、富岡駅から撮影

富岡駅↑



復興牧場 （シャインコーストファーム）

・搾乳ロボなど最先端機器を活用予定 ・大学との共同研究
・糞尿利用のバイオガスプラント ・住み込み研修可能



復興祈念公園

国営 追悼・祈念施設

リゾートホテル

伝承館



中間貯蔵施設へ逃げる津波ハザードマップ

「双葉町津波ハザードマップ」 より一部加筆

東日本大震災・
原子力災害伝承
館やホテルのあ
る地域の南側エ
リアは、津波発
生の際には中間
貯蔵施設内にあ
る神社（高台）に
避難するよう示
されている。

伝承館

ビジネスホテル

リゾートホテル

復興祈念公園

中間貯蔵施設



帰還困難区域

津島住宅団地
（災害公営住宅）

帰還困難区域のうち、住民を
帰還させる先駆けの地域とし
て避難指示を解除し、居住地
や産業の整備をした地区。

帰還困難区域内に点在する居住区
福島県浪江町津島

特定復興再生拠点区域



長泥特定復興再生拠点

産官学連携で土壌改良と脱
炭素の研究が行われている

2025年撮影



長泥特定復興再生拠点
イイタテバイオテック社の「資源活用型堆肥製造施設」。
近隣自治体の下水汚泥から堆肥を製造する。
乾燥熱風の燃料の一部に、拠点区域で育成
した資源植物「ソルガム」を使う。



図図倉庫（ずっとそうこ）

「環境づくりの自由研究秘密
基地 図図倉庫」
展示の他、レンタルオフィス
やアトリエ、学生などを対象
としたツアーガイドなどを
行っている。



飯舘の土のブランド化「zutto soil」

「土のバイキング」を中
心に園芸ブランドの展
開を目指すという。
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